発表原稿の書き方（理科教育学会・第６３回東海支部大会）

How to Do the Writing of Paper

副題のある場合

Sub Title

荻原彰
Akira OGIHARA
三重大学

 Mie University

  あらまし　本研究は・・・・


　キーワード　理科教育、総合的な学修、アクティブラーニング、IT活用、・・・・


1． 用紙と原稿枚数

原稿はA4サイズ縦、１ページとしてください。大会実行委員会で校正はおこないませんので、ミスのないよう完成原稿として提出して下さい。また、提出後の訂正は認められませんので、ご注意ください。
2． 書き方

このファイルの書式設定を参考に、原稿は本文を２段組で作成してください。

3． 名前と所属

・発表者には○印（例：○荻原彰、平賀・・）

・所属が異なる場合、名前の左肩上付きでA、B、Cを記入（例：荻原彰、平賀伸夫A、国仲寛人B、・・・）

・教大協加盟の国立大学の大学教員・附属学校教員の場合は名前の左肩上付きでKを記入

4． あらましとキーワード

あらましは、１５０字から２００字程度にまとめて下さい。キーワードは４～６個程度で発表内容をよく表している語をお選び下さい。
5． 文字、図表

ワープロを用いて、「２．書き方」に従って原稿本文中に、ズレないようペーストしてください。（カラー可）
6． 原稿の送信
　PDF形式のファイルでご提出ください。送信は、ogi@edu.mie-u.ac.jp を宛先として、メールで添付してください。メールのタイトルは「理科教育学会第63回東海支部大会・発表原稿（氏名）」としてください。

7． 締め切り

　2017年10月20日（金)18:00厳守
原稿締切期日までに提出がなかった場合は発表がキャンセルになりますので、ご注意ください。

8． 問合せ先

〒514-8507 三重県津市栗真町屋町1577　三重大学教育学部　理科教育講座　荻原彰
Tel:059-231-9325
E-mail：ogi@edu.mie-u.ac.jp

（支部大会事務局）

＊原稿に関しての問い合わせはメールのみとさせていただきます。
本文２段組　２０字詰め　１頁４５行程度にまとめる


マージン　上幅30mm 下幅25mm 左右25mm 程度
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←複数の場合、発表者に○を付ける





氏名(和文)→
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所属(和文)→





←あらまし


150字から200字程度


文字の大きさは少し小さくしてもよい





所属(英文)→





←キーワード


4個から6個程度





本文(2段組)→








